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きょーまくん

京
都
大
学
総
合
博
物
館
の
特
別
展
「
文
化
財
発
掘
」
は
、
京
都
大
学
の
構
内
に
所
在

す
る
遺
跡
の
調
査
・
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
企
画
で
す
。
過
去
８
回
は
、
文
化
財
た
る

人
工
物
や
構
造
物
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
生
み
出
し
た
昔
の
人
び
と
に
焦
点
を
当
て
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
、
そ
う
し
た
人
び
と
の
暮
ら
し
を
変
貌
さ
せ
る
災
害
的
自
然
現
象

に
注
目
し
ま
す
。

約
二
四
〇
〇
年
前
の
弥
生
時
代
、
白
川
の
巨
大
土
石
流
が
現
在
の
京
都
大
学
構
内
の

一
帯
を
襲
い
、
当
時
の
水
田
が
埋
没
し
ま
し
た
。
堆
積
物
の
解
析
に
よ
っ
て
、
大
雨
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
氾
濫
の
後
に
、
巨
礫
を
と
も
な
っ
た
大
量
の
マ
サ
（
花
崗
岩
が
風
化

し
た
砂
）
の
土
石
流
が
発
生
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
考
古
学
的
に
は
一
瞬

の
出
来
事
で
し
た
。
そ
の
中
の
巨
礫
は
、
千
年
以
上
後
に
一
帯
の
開
発
が
進
む
中
で
も

時
お
り
姿
を
見
せ
、
開
削
道
路
で
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
掘
り

出
さ
れ
て
利
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
大
学
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
組
織
の
利
点
を
活
か
し
た
こ
の
白
川

弥
生
土
石
流
の
性
格
に
迫
る
研
究
の
成
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、
土
石
流
の
前
後
の
社
会

の
変
化
や
、
白
川
の
土
砂
堆
積
物
と
京
都
の
文
化
と
の
関
係
に
も
目
を
向
け
ま
す
。

想
像
も
つ
か
な
い
大
規
模
土
石
流
が
生
活
環
境
を
一
変
さ
せ
て
い
た
と
い
う
自
然

の
凄
ま
じ
さ
と
、
知
る
由
も
な
か
っ
た
大
昔
の
土
砂
災
害
痕
跡
が
文
化
や
暮
ら

し
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
歴
史
の
歩
み
。
足
も
と
の
遺
跡
の

調
査
成
果
を
通
し
て
ご
確
認
下
さ
い
。

┃

埋
も
れ
た
先
史
土
砂
災
害
に
学
ぶ

┃

京
都
白
川
の

巨
大
土
石
流

文化財発掘Ⅸ

発掘調査を悩ませた巨礫

北白川石仏

白川弥生土石流の発生前後の壺形土器

（上２点が発生の頃。 下３点は発生後。）

〒606-8501　京都市左京区吉田本町

TEL　(075)753-3272　　FAX　(075)753-3277

info@inet.museum.kyoto-u.ac.jp

・ 以下の方々は入館無料（証明書類をご提示ください）

障害者手帳等（障害者手帳アプリを含む）をお持ちの方とその付き添いの方１名

70歳以上の方

京都府下の大学生

高等学校の生徒または18歳未満の方

中学校、小学校、  特別支援学校等に在籍する学生・ 生徒・児童

京都大学学生・教職員

・ 新型コロナウイルス感染状況により、開館時間等が変更されることがあります。ご来館時には必

ず当館ウェブサイトをご確認下さい。

・ 混雑状況によってはご入館いただけない場合もありますので予めご了承下さい。

https://www.museum.kyoto-u.ac.jp/
京都大学総合博物館

https://www.bun.kyoto-u.ac.jp/ceschi/ces-top_page/

京都大学大学院文学研究科附属
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